
故
坂
ロ
博
士
の
學
歴
ε
そ
の
學
界
に
於
け
ろ
業
績

（
下
Y

中
　
村
　
善
　
太
　
郎

　
　
　
　
四
　
園
圃
に
於
け
る
業
績
（
下
）

　
次
に
先
生
の
史
學
奥
、
歴
吏
の
理
論
等
に
關
す
る
論
文

に
つ
き
一
瞥
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
接
間
接
に
先

生
の
吏
風
を
窺
ふ
上
に
重
要
な
資
料
ざ
考
へ
る
。
前
に
述

べ
π
先
生
が
緯
…
丹
後
三
々
に
謙
…
演
さ
れ
た
「
古
代
史
研
究

の
襲
展
に
つ
き
て
」
は
此
方
面
に
於
て
も
重
要
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
ま
だ
先
年
よ
り
大
黄
に
於
て
開
講
せ
ら
れ
た

「
濁
逸
史
學
史
」
の
講
義
は
、
先
生
の
薫
風
が
最
も
圖
熟
の

境
に
入
り
し
最
も
附
言
あ
る
講
義
ご
考
へ
ら
れ
、
遺
稿
中

に
加
ふ
．
べ
き
重
要
な
る
も
の
、
｝
つ
で
あ
ら
う
。
な
ほ
我

々
の
見
の
が
す
事
の
出
來
な
い
も
の
は
、
先
生
の
ラ
ン
ケ

及
び
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
に
關
す
る
論
文
で
あ
る
。

　
ラ
ン
ケ
に
つ
き
て
は
二
つ
の
論
文
が
公
に
せ
ら
れ
て
居

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

故
坂
口
博
士
の
學
歴
定
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績 ”

⇔
。
　
一
つ
は
「
ロ
ー
マ
ン
チ
ソ
ク
時
代
に
於
け
る
一
青
年

史
家
の
生
立
」
で
、
大
正
入
年
十
月
史
要
研
究
會
に
於
け

る
講
演
で
（
三
舞
齋
雑
㍊
避
、
他
は
ヲ
ン
ヶ
の
史

學
ご
彼
れ
の
膿
験
し
た
る
革
命
こ
の
關
係
」
で
、
大
正
十

五
年
五
月
、
吏
學
會
大
會
に
於
け
る
公
開
識
…
演
で
あ
る
。

（大
ｳ
＋
五
年
＋
一
月
汲
び
＋
二
月
史
學
維
芸
園
三
十
七
篇
第
十
一
號
及
び
第
十
二
號
蜴
載
）
前
講
演
は
先
生
が
留

學
時
代
伯
林
大
壷
及
び
そ
の
王
立
圖
書
館
其
の
他
に
於
て

自
ら
渉
猟
さ
れ
た
史
料
及
び
歴
史
家
の
著
述
を
も
ざ
＼
し

頗
る
敬
虞
の
態
度
で
洗
練
さ
れ
淀
丈
章
を
以
て
獲
表
さ
れ

て
居
る
。
即
ち
ラ
ン
ケ
の
幼
年
期
及
び
少
年
期
に
つ
い
て

は
、
ラ
ン
ケ
の
稔
健
な
天
性
が
、
そ
の
學
べ
る
中
野
の
シ
ュ

ー
ル
プ
フ
オ
ル
タ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
孚
を
よ
そ
に
し
た
超

世
間
的
學
風
に
よ
り
翌
々
保
護
せ
ら
れ
た
事
を
述
寵
、
次

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
＝
二
　
（
四
五
五
）



　
　
　
錐
十
三
巻
　
　
維
　
纂

に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
畠
に
於
け
る
學
生
々
活
よ
リ
ォ
ー
グ

ー
河
上
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ー
ル
ト
中
學
隊
師
の
時
代
に
つ
き

て
は
盲
由
戦
役
、
つ
い
で
政
治
的
に
は
反
革
命
ご
憲
法
要

求
の
灘
南
、
思
想
上
に
は
古
典
ご
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
の
合

流
せ
る
時
代
に
生
息
し
、
大
遅
生
ご
し
て
は
古
典
の
研
究

に
没
頭
し
、
中
塗
教
師
ご
し
で
は
ウ
ェ
ス
テ
ζ
ン
書
庫

の
利
用
ご
、
古
典
敷
授
に
よ
り
古
典
歴
史
家
や
希
臓
羅
馬

に
証
す
る
史
籍
を
譲
幸
し
、
交
獄
的
研
究
よ
り
史
學
的
研

究
に
移
り
行
く
階
段
こ
な
り
、
そ
の
史
學
の
基
礎
を
作
り
、

・
ま
た
遺
時
勃
興
し
は
じ
め
た
民
族
主
義
を
研
立
し
、
か
く

て
そ
の
世
界
史
的
研
究
は
次
第
に
進
み
、
虞
女
作
「
羅
馬
風

ゲ
ル
マ
ニ
漁
業
民
族
の
歴
史
」
ご
な
り
、
認
め
ら
れ
て
二

十
九
歳
を
以
て
伯
林
大
學
口
広
外
官
授
に
…
進
め
り
ε
述
べ
ら

れ
、
次
に
伯
林
の
青
年
激
授
時
代
に
つ
き
て
は
フ
ァ
ル
ン

ハ
ー
ゲ
ン
・
フ
ナ
ソ
・
エ
ン
ぜ
夫
妻
。
ヘ
ッ
チ
ナ
夫
入
の
知
遇

に
よ
り
、
彼
等
を
中
心
ご
し
た
民
主
的
、
革
命
的
、
美
的

な
「
青
年
猫
撫
」
の
新
昧
に
満
ち
た
雰
園
に
接
し
、
時
事
問

罪
叛
口
博
士
の
學
歴
ミ
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
＝
四
（
下
垂
ハ
）

題
に
興
味
を
意
え
、
魁
會
生
活
に
甥
す
る
理
解
を
養
ひ
、

ま
た
言
語
文
章
を
洗
練
し
、
第
二
の
作
「
南
欧
の
諸
震
主

及
諸
民
族
第
一
」
の
如
き
は
沼
館
作
に
比
し
文
章
は
著
し

く
洗
練
せ
ら
れ
て
き
た
、
し
か
し
彼
の
本
質
は
ロ
ー
マ
ン

チ
ッ
ク
潔
流
の
在
野
的
．
、
民
主
的
傾
向
に
・
雷
同
せ
す
、
民
族

及
び
國
民
の
爲
め
に
す
る
無
主
的
國
家
主
義
で
あ
っ
た
ご

述
べ
、
次
に
は
三
年
有
牢
の
南
方
研
究
旋
行
に
つ
き
て
述

べ
、
就
中
ウ
イ
ー
ン
公
文
書
庫
ご
ペ
ネ
チ
ャ
の
肯
文
書
館

に
於
け
る
史
料
の
採
訪
研
究
に
よ
り
、
世
界
史
を
構
成
す

べ
き
重
要
の
史
料
の
蒐
集
が
出
來
た
事
を
述
べ
、
最
後
に

結
論
こ
し
て
、
其
の
環
境
の
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
は
彼
れ
の

生
立
本
質
を
中
心
よ
り
動
か
す
を
得
す
、
そ
の
史
學
は
本

質
的
に
欝
主
自
立
を
失
は
す
、
そ
の
受
け
た
影
塾
織
は
外
的

生
活
で
、
証
交
上
の
練
磨
、
言
語
文
章
の
洗
練
を
受
け
、

ま
た
現
代
生
活
に
つ
き
て
の
理
解
、
近
世
吏
世
界
史
作
製

上
幾
多
の
問
題
こ
そ
の
解
繹
に
つ
き
て
の
暗
示
を
得
た
こ

記
し
、
ま
た
彼
の
露
朝
に
際
し
、
伯
林
の
官
憲
は
七
月
革



命
の
流
弊
を
高
鍋
す
る
宣
傳
を
必
要
ご
し
塾
こ
れ
を
ヲ

ン
ヶ
に
委
托
し
、
「
歴
史
政
治
雑
誌
」
の
登
刊
ご
な
っ
た

が
、
彼
の
學
風
は
保
守
急
進
雨
派
こ
も
に
獣
迎
さ
れ

す
、
彼
の
記
者
生
活
は
失
敗
で
あ
っ
た
事
を
記
し
、
畢
星

園
の
使
命
は
實
用
雌
雄
學
で
な
く
、
一
方
後
進
史
家
の
養

成
、
他
方
自
主
自
立
的
史
伝
の
完
成
で
、
か
、
る
吏
學
は

九
十
一
年
の
生
涯
の
三
分
の
一
期
分
そ
の
墓
礎
を
置
か
れ

た
こ
結
ば
る
。
次
に
後
の
講
演
に
重
て
は
、
・
先
生
は
七
月

革
命
迄
は
大
婚
前
篇
ご
同
襟
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
、
次
に
．

四
十
八
年
の
革
命
に
轄
ぜ
ら
れ
、
ま
つ
ラ
ン
ケ
ご
新
プ
ロ

シ
ャ
王
ご
の
親
密
な
る
關
係
を
述
べ
、
四
十
七
年
の
プ
官

シ
ャ
の
各
プ
ロ
ヅ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
の
聯
合
會
の
際
、
新
憲
法

作
成
に
顧
問
た
る
べ
「
き
内
命
を
受
け
し
も
融
退
し
た
事
を

述
べ
、
次
に
四
十
歴
年
三
月
の
伯
林
騒
擾
後
、
プ
ロ
シ
ャ

國
民
議
凹
め
召
集
、
他
方
に
は
猫
逸
全
禮
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ー
ル
ト
国
民
議
事
開
戸
に
際
し
、
．
ラ
ン
ケ
が
三
回
に
わ
た

」
b
王
に
意
見
書
を
奉
り
、
三
月
革
命
が
全
激
の
問
題
で
あ

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
纂

故
坂
ロ
搏
士
の
學
歴
ぜ
そ
の
學
界
に
於
け
ろ
業
績 る

事
、
プ
ロ
シ
ャ
に
は
多
少
形
を
か
へ
た
君
主
…
罹
復
興
の

必
要
あ
る
事
、
立
憲
政
治
の
確
立
に
よ
り
官
僚
政
治
の
弊

を
防
ぐ
べ
き
事
、
プ
ロ
シ
ャ
の
存
立
は
濁
逸
ご
の
關
係
に

於
て
の
み
可
能
で
、
そ
の
窪
め
プ
ロ
シ
ャ
が
肖
ら
立
憲
す

る
事
が
必
要
で
あ
る
事
を
述
べ
、
ご
・
に
ラ
ン
ケ
は
は
じ

め
て
濁
逸
統
一
問
題
に
ふ
れ
て
み
る
が
、
1
3
ロ
イ
ぜ
ン
の

や
う
に
プ
肩
シ
ヤ
は
古
い
昔
よ
り
獅
逸
統
一
の
使
命
が
あ

っ
た
こ
考
へ
て
る
な
い
ご
述
べ
、
ま
た
第
三
の
意
見
書
に

「
切
の
人
民
主
導
の
思
想
及
び
其
の
制
度
を
排
斥
七
、
欽

定
憲
法
の
下
賜
を
望
ん
で
み
る
が
、
十
二
月
下
賜
の
憲
法

に
は
、
彼
の
意
見
が
探
用
さ
れ
て
る
る
ビ
記
さ
れ
て
み
る
○

．
次
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ー
ル
ト
議
會
の
戸
冠
捧
呈
の
使
節
が
プ

ロ
シ
ャ
に
到
着
前
、
第
四
の
意
見
書
が
奉
ら
れ
、
其
内
に

聯
邦
憲
法
の
不
完
成
、
聯
邦
内
部
に
立
憲
思
想
が
涯
っ
て

居
る
事
、
憲
法
統
N
に
資
す
べ
き
關
税
同
盟
の
不
完
全
、

共
通
出
版
法
の
必
要
、
プ
ロ
シ
ャ
の
軍
国
霊
義
を
擬
張
し

新
憲
法
に
は
人
民
主
椹
の
1
3
グ
マ
の
匂
ひ
が
排
除
さ
る
べ

　
　
　
　
　
　
錦
三
號
　
　
一
一
五
　
（
四
丁
七
）



　
　
　
集
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

き
事
が
記
さ
れ
、
ラ
ソ
ヶ
が
革
命
的
民
主
的
の
佛
國
の
ラ

ン
ピ
！
〃
を
斥
け
濁
逸
の
カ
イ
ザ
ー
ッ
ー
ム
を
主
張
し
て

居
る
事
が
記
さ
れ
、
ま
た
當
時
南
濁
に
自
由
主
義
の
史
家

ヨ
グ
ッ
ク
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
！
ル
ト
違
命
蕊
ド
・
イ
ぜ

ン
等
が
み
て
、
ラ
ン
ケ
の
學
風
ε
相
容
れ
す
、
ラ
ン
ケ
の

一
門
に
も
そ
の
師
の
下
風
に
満
足
せ
す
、
高
弟
ジ
ー
ペ
ル

の
如
き
は
政
治
の
現
嚇
客
土
．
義
に
奔
り
。
　
一
時
師
弟
の
間
疎

遠
に
な
つ
π
が
、
ラ
ン
ケ
の
膿
験
し
た
第
四
の
革
命
に
よ

り
、
新
濁
逸
の
建
國
成
り
て
、
師
弟
の
間
柄
も
昔
に
か
へ
　
・

り
、
ラ
ン
ケ
の
名
聲
も
恢
復
し
た
ご
記
さ
れ
、
、
ま
た
ラ
ン

ケ
の
政
見
を
ビ
ス
マ
ル
ク
創
業
の
跡
に
徴
し
て
見
る
ε
、

根
本
思
想
に
於
て
一
致
し
て
み
る
ご
し
、
こ
れ
は
ビ
ス
マ

ル
ク
の
閣
僚
に
ラ
ン
ケ
の
聴
講
者
川
1
3
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
デ

故
坂
口
簿
士
の
學
鷹
ビ
そ
の
思
懸
に
於
け
ろ
業
績

ル
ブ
ジ
ュ
ツ
ク
が
あ
っ
て
、
間
接
に
ラ
ン
ケ
の
意
見
が
ゼ

ス
マ
ル
ク
に
影
響
し
て
み
る
の
で
な
い
か
ご
述
べ
ら
れ
て

み
る
○
要
す
る
に
ラ
ン
ケ
の
良
主
遍
照
の
學
風
は
反
革
命

時
代
に
醗
成
さ
れ
、
政
治
ご
講
書
を
絶
つ
事
が
雷
來
な
か

　
　
　
　
　
　
第
歯
群
　
　
…
一
六
　
（
四
五
八
）

つ
た
が
、
慮
主
的
史
學
の
立
場
を
失
は
す
’
、
そ
の
政
見
も

宗
風
で
、
政
治
問
題
に
意
見
書
は
奉
っ
た
が
、
學
問
の
領

域
を
越
え
て
實
際
政
治
に
携
は
ら
す
、
そ
の
政
治
記
者
こ

し
て
の
失
敗
こ
こ
の
雨
雲
不
離
ご
が
彼
を
し
て
永
蓮
に
生

か
し
む
る
所
以
で
あ
る
ご
結
ば
れ
て
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

論
文
は
姉
妹
籍
で
、
合
せ
て
ラ
ン
ケ
の
史
學
ご
其
の
環
境

こ
も
題
す
べ
き
｝
篇
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
も
に
薩

接
ラ
ン
ケ
の
史
観
に
鰯
れ
て
居
な
い
が
、
そ
の
史
學
の
成

立
を
環
境
に
よ
つ
で
説
明
し
、
外
界
の
誘
惑
を
斥
け
て
學

問
の
猫
立
自
主
の
學
風
を
維
持
し
得
た
事
が
述
べ
ら
れ
、

ラ
ン
ケ
研
究
上
頗
る
有
愚
な
る
論
文
ご
考
へ
ら
る
。

　
次
に
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
に
關
し
て
は
、
大
正
五
年
五
月
ラ

ン
プ
レ
ヒ
ト
の
一
周
年
に
、
史
學
研
究
會
で
講
演
せ
ら
れ

た
ヲ
ン
プ
レ
・
ト
を
憶
ふ
」
の
一
篇
が
あ
る
。
（
駄
懸
彗

鵜
細
）
ラ
ン
ご
・
あ
史
槻
塗
す
る
批
割
が
重
要
部

分
を
占
め
て
居
る
。
さ
き
に
明
治
四
十
四
年
の
講
演
で
は

彼
の
史
観
を
僅
に
数
言
を
以
て
片
付
け
ら
れ
た
が
、
此
講



漆
で
は
、
彼
の
少
堆
活
躍
時
代
「
、
史
詳
論
蒙
」
時
代
の
史
槻

ご
晩
年
の
妥
協
的
の
史
槻
ざ
を
合
せ
紹
介
批
剣
せ
ら
れ
、

ま
た
ラ
ン
ケ
涙
に
つ
き
て
も
言
及
さ
れ
、
從
っ
て
先
生
良

身
の
史
槻
も
自
ら
そ
の
裡
に
躍
如
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
居

る
黙
に
於
て
頗
る
有
盆
な
論
文
で
あ
る
。
先
生
は
先
づ
彼

の
修
學
時
代
に
於
て
受
け
た
廣
汎
な
基
礎
的
澱
育
が
そ
の

史
窺
の
基
礎
を
作
れ
う
こ
し
、
そ
の
塵
女
作
「
十
一
世
紀

に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
経
距
生
活
に
つ
き
て
」
を
あ
げ
、
次

い
で
第
二
の
作
「
猫
逸
中
古
に
於
け
る
個
性
及
び
そ
の
理

解
に
つ
き
て
」
に
於
て
、
後
の
「
ド
イ
ツ
吏
」
に
見
る
時
代

推
移
の
階
段
的
形
式
の
萌
芽
が
あ
ら
は
れ
て
み
る
ご
述
べ

ら
る
。
次
に
ラ
イ
ン
時
代
「
ド
イ
ツ
史
」
準
備
時
代
に
就

き
て
は
、
初
め
ケ
ル
ン
の
中
學
殺
師
こ
し
て
の
生
活
を
叙

し
、
こ
の
地
方
に
残
れ
る
ゲ
ル
マ
ニ
1
以
來
の
原
始
的
傳

説
ビ
古
跡
毒
物
に
刺
戟
せ
ら
れ
、
乞
田
豪
の
援
助
に
よ
リ
ラ

イ
ン
地
方
の
登
展
史
を
研
究
し
、
ま
た
ボ
ン
大
學
の
私
講

師
こ
な
り
、
選
挙
7
中
古
に
於
け
る
寸
話
心
奥
生
活
」
四
憲

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

故
坂
口
博
士
の
學
歴
定
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績 を

猴
表
す
、
こ
れ
統
計
を
歴
史
に
癒
申
せ
る
最
近
の
試
み

で
、
ま
た
根
本
史
料
に
よ
り
國
民
の
経
濟
生
活
を
摘
扶
し

壷
錐
生
活
を
歴
史
生
活
の
重
要
因
子
こ
す
る
な
ご
異
る
猫

創
的
の
も
の
な
り
ご
述
べ
、
次
に
彼
が
眼
を
経
濟
生
活
よ

り
文
化
生
活
全
燈
に
轄
じ
、
ラ
イ
ン
地
方
よ
り
猫
逸
全
膿

に
向
く
る
に
及
び
、
濁
逸
史
最
初
の
三
審
の
登
庸
こ
な
り

精
紳
文
化
ご
経
濟
的
胤
會
記
号
化
を
相
互
閣
係
に
甥
立
せ

し
め
、
時
代
鍵
化
の
言
値
を
精
紳
生
活
に
ご
う
、
こ
れ
に
よ

り
新
時
代
別
を
作
り
し
事
を
述
べ
ら
る
。
次
に
彼
の
ラ
イ

プ
ヂ
ヒ
前
期
即
ち
「
史
詰
論
爾
」
時
代
に
就
き
て
蓮
べ
、
ボ

ン
の
私
講
師
よ
り
そ
の
員
外
毅
授
マ
ー
川
ブ
ル
グ
正
激
授

を
経
て
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
正
激
励
こ
な
り
、
こ
、
に
彼
の
吏
風

は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヅ
ン
ト
の
影
響
を
即
く
る
事
こ
な
り

な
ほ
「
濁
逸
兜
」
の
綾
織
中
に
、
ラ
ン
ケ
派
ご
の
間
に
「
奥

學
論
爾
」
起
れ
り
ご
述
べ
、
つ
い
で
雌
論
孚
の
梗
概
を
叙

し
、
常
時
「
ゲ
ル
マ
ニ
．
や
の
歴
史
記
念
」
の
編
纂
事
業
の
學

風
、
ラ
ン
ケ
の
イ
デ
ー
ン
レ
ー
レ
が
史
潮
を
風
靡
し
、
胤

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
｝
七
　
（
四
五
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

會
學
心
理
學
生
物
學
輪
舞
學
の
遜
歩
邊
々
た
る
上
、
政
治

．
的
風
潮
の
強
大
の
爲
め
、
歴
史
の
研
究
が
嫡
家
を
主
膿
こ

し
政
治
に
傾
き
、
博
く
入
生
々
活
に
及
ば
ざ
る
に
醤
し
、

他
方
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
出
で
、
、
國
民
よ
り
も
文
化
、
政
溶

よ
り
も
人
生
、
時
代
の
個
性
に
注
意
を
彿
ふ
文
化
史
風
剋

り
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
新
史
観
の
登
表
さ
る
、
に
及
び
、

一
般
の
視
聴
彼
一
人
に
集
中
し
、
こ
、
に
ラ
ン
ケ
派
こ
の

間
に
論
告
開
か
れ
た
り
ご
述
べ
、
次
に
こ
の
論
爾
に
於
て

ラ
ン
ケ
派
が
敵
の
史
親
そ
の
も
の
よ
り
も
彼
の
取
扱
ひ
し

史
論
の
調
査
の
杜
選
粗
漏
を
摘
画
し
、
こ
れ
に
還
し
ラ
ン

プ
レ
ヒ
ト
は
ラ
ン
ケ
の
道
破
せ
る
「
本
來
い
か
㎏
で
あ
っ

だ
か
」
を
単
な
る
記
述
的
の
歴
史
こ
し
、
歴
史
は
本
斎
い

か
に
し
て
な
つ
だ
か
」
を
研
究
す
る
嚢
生
的
歴
史
こ
な
す

べ
，
し
ご
論
じ
、
こ
の
ラ
ソ
ヶ
の
言
が
十
入
世
紀
の
御
古
學

風
に
於
て
事
實
の
眞
相
を
無
面
す
る
に
撫
し
て
諭
せ
ら
れ

た
癒
乙
娘
た
る
を
看
過
し
、
自
分
の
み
が
群
民
の
狡
展
を

～説

ｭ
如
ノ
、
に
考
へ
騒
ラ
ン
ケ
を
民
約
凱
説
の
逡
一
浴
者
締
…
理
涙

故
坂
欝
博
士
の
學
歴
電
そ
ゆ
學
界
に
於
け
る
業
績
　
　
　
　
　
　
第
三
百
　

一
一
入
（
鮒
六
〇
）

ご
指
弾
し
、
ラ
ン
ケ
が
國
民
登
展
論
者
で
毛
玉
マ
ソ
チ
ケ

川
で
あ
る
を
關
疑
し
な
い
や
う
に
見
え
、
ラ
ン
ケ
の
，
擁
デ

ー
ン
レ
ー
レ
が
時
代
の
趨
勢
に
閉
す
る
實
際
的
傾
向
論
で

あ
る
を
無
親
し
て
居
る
ご
述
べ
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
ラ
ソ

ヶ
批
剣
を
誤
れ
）
ご
断
じ
、
な
ほ
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
言
論

に
は
誇
張
、
不
注
意
、
調
査
不
十
分
の
馬
歯
は
あ
る
が
、

そ
の
史
界
革
新
に
卜
す
る
訟
訴
ご
、
其
の
裡
に
斬
新
な
眞

理
の
幾
分
が
存
在
し
、
我
々
を
啓
面
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

ご
述
べ
ら
る
。
こ
れ
は
盗
心
の
論
雫
に
議
し
、
極
め
て
公

民
な
嘉
例
で
あ
る
ご
思
ふ
。
次
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
後
期
諏
鞠

逸
史
」
の
完
成
、
史
槻
の
出
腱
に
つ
き
て
は
，
先
づ
彼
が
最

近
の
「
塩
蔵
時
代
」
を
「
燭
逸
史
「
補
憲
ε
し
て
公
に
し
、
次

に
「
濁
逸
史
」
の
蓋
置
を
公
に
せ
る
を
述
べ
、
次
に
ラ
ン
プ

レ
ヒ
ト
の
登
展
史
鶴
の
大
要
を
述
べ
、
彼
が
嚢
展
の
原
動

力
を
個
入
の
個
性
に
求
め
す
、
重
き
を
時
代
全
膿
、
入
民

全
艦
の
カ
に
篤
き
、
こ
、
に
一
般
法
期
を
見
出
さ
ん
ご
し

其
歴
史
法
が
、
魯
然
法
に
近
く
、
彼
が
史
學
ご
生
物
學
述



の
比
當
を
喜
び
、
入
民
生
活
全
騰
の
遜
展
を
個
入
の
経
過

す
る
幼
年
よ
り
老
年
に
至
る
心
理
的
聖
遷
に
比
し
、
時
代

別
を
作
れ
る
事
を
述
べ
、
次
に
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
反
封
派
が

彼
の
竪
堀
を
コ
ン
ト
の
實
讃
哲
學
の
換
骨
嚢
胎
こ
し
、
ま

た
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
画
面
復
興
の
文
化
を
、
「
個
性
の
登
見
」

ご
解
塾
せ
る
事
に
負
ふ
ε
の
攻
撃
に
甥
し
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ

ト
が
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
こ
の
豚
絡
を
幾
分
承
認
す
る
も
、
コ

ン
ト
こ
の
關
係
を
否
定
し
、
ま
淀
彼
が
経
濟
的
就
會
的
要

　
　
も

素
を
重
要
親
し
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
槻
を
認
む
る
も
、
な

ほ
そ
の
斑
親
が
人
生
全
騰
の
心
理
的
傭
値
を
看
過
し
た
る

事
を
述
べ
、
最
後
に
彼
が
・
｝
の
御
事
期
に
引
用
典
壕
こ
し

た
の
は
ヴ
ン
ト
の
實
験
心
理
學
で
、
彼
の
學
説
が
同
時
代

の
文
化
思
想
ご
類
似
す
る
は
明
瞭
な
る
も
、
そ
の
史
観
の

大
部
分
は
創
造
に
て
、
論
爾
を
か
さ
ぬ
る
に
從
ひ
、
そ
の

史
槻
を
幾
分
修
正
緩
和
し
、
根
本
思
想
を
明
確
に
し
た
こ

述
べ
ら
る
。
次
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
後
期
「
文
化
史
世
界
史
」
の

計
叢
、
史
観
の
登
展
に
つ
き
、
彼
が
鑑
修
を
托
さ
れ
た
「
欧

　
　
　
第
十
三
塗
　
　
維
　
纂

故
坂
口
博
ま
の
學
歴
ミ
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績 洲

列
國
史
L
叢
書
の
書
名
を
「
世
界
列
國
史
」
ご
改
め
た
の

は
、
彼
に
世
界
史
的
傾
向
の
処
つ
た
謹
直
こ
し
、
ま
た
猫

米
交
換
上
下
こ
し
て
米
國
に
出
張
し
、
異
様
の
文
化
を
槻

こ
、
に
そ
の
史
観
を
嬢
製
し
て
世
界
昏
昏
の
概
念
を
得
、

ま
た
「
文
化
史
世
界
史
」
作
製
の
計
叢
に
基
礎
を
輿
ふ
る
π

め
、
「
大
酒
付
録
王
立
文
化
吏
世
界
史
研
究
所
」
を
設
立
す

る
に
至
っ
た
次
第
を
述
べ
、
次
に
彼
の
晩
年
の
潮
海
の
登

震
を
、
主
こ
し
て
彼
の
「
史
的
思
索
の
手
引
」
に
よ
っ
て
述

べ
、
彼
の
史
槻
が
緩
和
さ
れ
、
文
化
時
代
の
階
段
的
進
行

の
規
則
に
拘
泥
せ
す
、
異
常
の
進
行
を
許
し
、
歴
史
的
愛

遷
が
異
常
の
道
程
を
辿
る
を
認
め
た
の
は
、
彼
の
史
槻
が

世
界
史
に
適
用
さ
れ
し
必
然
の
結
果
ご
上
せ
ら
れ
、
ま
た

そ
の
画
風
が
道
徳
的
、
精
聯
的
或
意
昧
に
鞭
て
政
治
的
に

か
は
れ
り
ご
し
、
ま
π
人
生
の
攣
遷
を
完
全
に
描
く
に
は

｛
置
魯
淵
垣
、
み
藝
術
家
〃
的
立
脚
黙
を
ご
る
べ
く
、
輩
・
な
る
科
墨
ψ

的
研
究
に
て
は
不
可
能
な
り
こ
の
彼
の
言
を
ひ
い
て
、
其

花
風
の
一
墾
せ
る
を
述
べ
、
結
局
そ
の
虫
槻
が
唯
物
的
魁

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

コ
九
（
四
六
」
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

會
心
理
よ
り
唯
心
的
内
省
昼
鳶
愈
心
理
に
向
ひ
、
國
家
政

治
に
も
精
帥
的
省
察
、
遜
徳
的
顧
慮
を
佛
ふ
や
う
に
な
り

從
っ
て
心
理
的
掘
察
に
於
て
も
、
ヅ
ン
ト
よ
り
も
リ
ソ
プ

ス
に
傾
く
や
・
フ
に
な
っ
た
ご
燃
迦
べ
ら
れ
’
、
斎
冊
び
「
吏
學
論

事
」
時
代
を
回
顧
し
、
彼
の
史
槻
の
墾
遷
に
着
眼
せ
ら
れ
、

初
め
彼
が
斬
新
を
競
ひ
史
實
の
取
扱
を
粗
漏
に
し
、
少
ラ

ン
ケ
派
を
姫
さ
ん
た
め
、
ラ
ン
ケ
そ
の
入
を
も
正
當
に
評

償
し
得
な
か
っ
た
が
、
晩
年
に
は
ラ
ン
ケ
の
イ
デ
ー
ン
レ

ー
レ
に
蒸
す
る
批
割
も
穏
や
か
に
な
　
、
そ
の
獲
展
史
槻

を
も
営
む
る
に
至
り
、
ま
た
編
逸
史
し
に
設
け
し
交
野
の

階
段
を
以
て
一
般
に
律
せ
ん
と
す
る
は
、
，
察
虚
欝
血
に
囑

す
る
も
、
そ
の
史
槻
及
び
方
法
は
丈
化
登
展
の
法
則
確
立

の
偉
大
な
る
試
み
で
、
假
定
説
で
は
あ
る
が
ラ
ン
プ
レ
ヒ

ト
の
吾
嬬
は
こ
、
に
あ
る
ご
述
べ
、
ま
た
政
治
更
涙
に
於

て
も
、
そ
の
史
観
が
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ド
の
極
力
主
張
す
る
認

識
的
見
地
に
鉄
け
、
祇
會
心
理
的
素
養
に
乏
し
き
溺
瓢
を

持
つ
事
．
を
指
摘
せ
ら
る
。
次
に
彼
の
史
學
史
上
の
位
概
に

故
坂
口
樽
士
の
墨
墜
§
網
、
の
畢
界
に
於
け
る
業
績
　
　
　
　
　
　
第
瓢
一
鰹
瓢
　
　
　
一
二
〇
　

（
四
山
ハ
ニ
）

つ
き
て
述
べ
ら
れ
、
彼
が
慮
分
の
た
て
だ
主
観
時
代
の
後

期
鋭
広
量
の
歴
史
家
で
、
ま
た
印
象
派
か
ら
新
理
想
主
義

の
過
渡
期
の
歴
史
家
で
、
頴
敏
な
實
戚
性
夕
以
て
人
生
ご

世
界
を
自
然
派
的
に
捕
捉
理
解
し
た
後
、
こ
れ
を
基
礎
こ

し
て
形
式
吋
容
を
苦
心
作
成
し
、
「
個
の
新
理
想
主
義
に

劃
達
し
つ
、
あ
っ
た
ご
述
べ
、
な
ほ
彼
が
丈
化
増
進
に
陶

す
る
事
業
家
経
螢
家
た
る
事
を
叙
し
、
更
に
彼
が
極
東
の

交
弐
心
に
日
本
國
民
の
獲
展
に
注
意
し
、
そ
の
論
著
に
は

必
ず
日
本
の
文
化
に
言
及
さ
れ
、
日
本
の
學
徒
に
そ
の
研

究
所
の
日
本
文
化
に
關
す
る
部
門
を
蠣
托
し
、
そ
の
「
文

化
史
世
界
史
」
の
建
設
に
資
す
る
た
め
、
日
本
巻
繊
の
計

書
あ
っ
た
が
、
大
戦
の
た
め
果
さ
れ
な
か
っ
た
ご
結
ば
れ

て
居
る
。
こ
の
論
文
は
前
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
黙
思
の

二
大
潮
流
に
配
す
る
巌
正
な
批
割
で
、
此
裡
に
先
生
自
身

の
史
観
が
必
然
あ
ら
は
れ
ね
ば
な
ら
癒
も
の
で
、
頗
る
苦

心
さ
れ
た
勢
作
ご
考
へ
る
。

　
次
に
先
生
の
史
學
の
理
論
に
毒
す
る
管
見
は
、
前
記
の



先
生
の
著
書
講
演
論
文
に
よ
っ
て
窺
ふ
事
が
出
掛
る
が
、

未
だ
ま
ご
ま
っ
た
著
書
こ
し
て
は
あ
ら
は
れ
て
居
な
い
。

た
や
屡
タ
も
ら
さ
れ
た
ざ
こ
ろ
に
よ
る
と
、
愈
こ
の
方
面
に

着
手
す
る
時
期
に
到
達
し
た
こ
い
は
れ
て
居
る
。
ラ
ン
ケ

の
史
風
を
慕
ひ
、
そ
の
研
究
法
に
よ
り
一
歩
舞
々
堅
實
に

順
序
を
立
て
、
研
究
を
進
ら
れ
た
先
生
ビ
し
て
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
面
の
獲
表
が
あ
ご
ま
わ
し
に
せ
ら
れ
た
事
は
卓
然
で
、

ラ
ン
ケ
が
近
世
諸
説
民
の
歴
史
を
完
成
し
た
後
、
晩
年
に

世
界
史
に
手
を
つ
け
た
ビ
類
似
し
て
居
る
。
先
生
が
大
學

に
曾
て
猫
逸
史
學
吏
の
講
義
を
は
じ
め
ら
れ
た
事
は
、
こ

の
方
面
の
研
究
に
進
ま
れ
る
階
段
ご
考
へ
ら
れ
、
ま
た
近

年
先
生
の
監
修
に
か
、
る
史
學
叢
書
の
刊
行
も
こ
の
方
面

の
研
究
、
こ
の
方
面
の
知
識
の
普
及
に
…
進
ま
れ
た
階
段
ご

考
へ
る
。
こ
の
叢
書
は
第
一
篇
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
氏
著
坂
口

博
士
小
野
學
士
其
繹
「
歴
史
ご
は
何
ぞ
や
」
．
第
三
篇
ジ
ー

ス
博
士
著
坂
ロ
博
士
安
藤
學
士
共
鐸
「
世
界
史
の
使
命
」
第

四
篇
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
著
和
辻
多
士
課
「
，
近
代
歴
史
墨
」
（
慨
偉

　
　
　
第
4
4
三
巻
　
　
雑
　
高

麗
坂
n
H
博
士
の
學
歴
ミ
そ
の
學
界
に
於
け
る
業
績

彊
魚
取
齢
樹
齢
紐
羅
拠
備
）
第
五
篇
マ
イ
ヤ
ー
氏
著
植
村
安
藤
爾

重
爆
謬
「
歴
史
の
理
論
ピ
方
法
」
が
既
に
刊
行
せ
ら
れ
、
ラ

ン
ケ
著
「
近
代
史
概
論
」
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
著
「
歴
史
的
思
索

へ
」
、
坂
口
博
士
著
「
史
學
名
家
評
論
」
は
豫
告
の
み
で
未
だ

公
に
さ
れ
て
居
な
い
。

　
先
生
の
學
風
は
以
上
述
べ
た
こ
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
瞭
で

あ
る
が
」
そ
の
最
も
よ
く
あ
ら
は
れ
居
る
の
は
大
正
九
年
七

月
に
公
に
せ
ら
れ
た
「
概
槻
世
界
史
潮
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

奈
良
女
子
高
等
師
範
群
遊
、
大
谷
大
學
そ
の
他
で
の
講
義

に
根
本
的
に
修
正
を
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
心
槻

照
は
、
そ
の
序
言
に
見
ゆ
る
如
く
、
「
一
切
文
化
の
歴
更
潮

流
を
辿
り
て
こ
れ
を
綜
合
す
る
」
黙
に
あ
る
。
し
か
し
交

化
ご
は
墨
家
政
治
を
全
然
除
外
し
、
ま
た
は
片
隅
に
押
込

め
た
文
化
で
な
く
、
入
類
が
讐
む
一
大
共
心
生
活
の
中
に

織
り
こ
ま
れ
て
居
る
あ
ら
ゆ
る
生
活
要
素
を
含
み
、
從
っ

て
こ
の
著
は
通
俗
に
い
ふ
文
化
史
で
な
く
、
ま
た
國
家
政

治
の
み
に
重
き
を
麗
き
、
そ
の
他
の
文
化
は
特
殊
の
題
目

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
｝
二
…
　
（
四
六
三
）



　
　
　
静
4
5
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

の
下
に
、
自
信
の
な
い
記
述
を
繋
る
世
界
歴
史
輯
洋
歴
史

ご
は
大
い
に
選
を
異
に
す
る
。
郎
ち
こ
の
著
は
」
大
共
通

生
活
の
穿
話
を
辿
る
先
生
の
所
譜
世
史
で
あ
る
。
そ
の
特

徴
は
先
生
が
ソ
ー
ス
博
士
改
作
の
「
、
ウ
エ
ー
バ
ル
大
世
界

史
」
に
與
へ
た
批
詐
（
鞭
議
麩
を
以
て
答
へ
る
事
が
出

細
る
。
第
一
に
ラ
ン
ケ
や
從
っ
て
ソ
ー
ス
細
田
の
官
展
吏

槻
、
第
二
に
統
一
的
把
捉
第
三
に
同
時
代
綜
合
的
把
捉
が

巧
み
に
行
は
れ
て
居
る
事
で
あ
る
。
そ
の
上
に
り
ー
ス
博

士
が
そ
の
小
著
「
近
代
的
文
化
恩
讐
の
趨
勢
」
に
試
み
ら
れ

淀
同
時
代
文
化
の
綜
合
的
把
捉
が
、
こ
の
書
に
も
行
は
れ

て
居
る
事
で
あ
る
。
り
ー
ス
博
士
の
著
書
は
極
め
て
簡
…
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
要
約
的
の
も
の
で
、
初
學
者
に
よ
っ
て
は
目
ま
ぐ
る
し

き
ま
で
に
こ
の
把
捉
が
試
み
ら
れ
て
居
る
が
、
先
生
の
書

に
於
て
は
古
代
中
世
で
は
多
種
多
様
の
全
風
化
が
巧
み
に

綜
合
せ
ら
れ
、
た
い
唄
筋
の
潮
流
ご
な
っ
て
流
れ
て
み
る

や
う
に
、
ま
た
當
時
の
量
界
が
渾
一
膿
を
作
っ
て
居
る
や

う
に
極
め
て
巧
妙
に
描
か
れ
、
近
世
及
び
最
近
世
に
入
り

故
坂
添
附
士
の
學
鞭
芯
そ
の
塵
界
に
於
け
ろ
業
績
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
軸
ニ
（
囚
六
四
）

諸
方
面
の
記
事
が
詳
細
に
わ
た
り
か
、
る
把
捉
が
困
難
こ

な
っ
て
か
ら
も
な
ほ
こ
の
方
法
が
行
は
れ
て
居
る
が
、
決

し
て
無
理
な
綜
合
は
行
は
れ
て
居
な
い
。
ま
た
こ
の
書
の

題
名
よ
り
國
家
政
治
の
記
事
が
閑
却
せ
ら
れ
て
居
る
か
の

や
う
に
考
ふ
る
の
は
縫
う
で
、
依
然
世
家
、
政
治
が
中
心
ご

な
り
、
他
の
文
化
よ
り
圃
澄
せ
ら
れ
て
重
要
な
役
割
を
演

じ
て
居
る
。

　
要
す
乃
に
先
生
の
史
槻
は
少
肚
時
代
よ
り
憧
憬
せ
ら
れ

て
居
る
ラ
ン
ケ
の
流
れ
を
汲
み
、
挺
界
史
的
、
爽
展
的
見

地
よ
り
一
切
の
過
去
を
槻
察
し
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
胱
曾

心
理
的
考
察
も
面
素
の
文
化
科
學
の
進
歩
肚
會
の
急
激
な

轄
墾
に
よ
り
當
然
あ
ら
は
る
べ
き
學
風
こ
し
て
そ
の
債
値

を
認
め
ら
れ
、
た
や
そ
の
ド
イ
ツ
史
に
於
て
た
て
た
登
展

の
法
則
を
全
般
に
適
用
す
る
は
無
謀
で
あ
る
ご
批
評
せ
ら

れ
て
居
る
が
、
先
生
の
研
究
の
万
象
が
政
治
以
外
に
丁
張

せ
ら
れ
π
の
は
、
時
代
や
學
界
の
趨
勢
に
刺
戟
せ
ら
れ
た

黙
も
あ
ら
う
が
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
研
究
に
多
少
負
ふ
ご
こ



う
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
こ
こ
ろ
は
先
生
の

我
が
學
界
に
残
さ
れ
た
業
績
の
一
部
の
紹
介
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
生
の
業
績
は
、
二
有
力
な
る
論
文
の

獲
表
に
よ
り
西
洋
史
殊
に
そ
の
古
代
史
研
究
が
日
本
に
於

て
も
必
ず
し
も
不
可
能
の
事
で
な
い
事
を
示
さ
れ
、
西
洋

史
研
究
者
の
行
く
べ
き
道
を
暗
示
せ
ら
れ
た
事
、
二
、
西

洋
史
並
び
に
一
般
更
學
に
つ
き
外
國
の
椹
威
者
の
説
を
紹

介
せ
ら
れ
た
事
、
三
、
史
學
に
つ
き
後
進
の
誘
導
に
つ
こ

め
ら
れ
た
事
、
四
、
一
般
知
識
階
級
に
西
洋
史
に
陶
す
る
知

・
識
の
普
及
に
つ
こ
め
ら
れ
た
事
で
あ
る
。
ま
た
國
民
激
育

上
西
洋
史
研
究
の
必
要
を
鼓
吹
せ
ら
れ
た
事
は
、
嘗
て
高

等
學
校
漱
科
目
改
正
に
つ
き
西
洋
吏
の
授
業
時
間
を
減
す

る
案
に
封
し
↓
頑
強
に
反
調
せ
ら
れ
た
事
や
、
大
正
四
年
十

二
月
中
等
學
稜
地
理
歴
史
協
議
曾
の
講
演
（
史
林
大
正
五
年
一
月
號
掲
載
）

に
於
て
、
獲
展
史
観
の
見
地
よ
り
、
國
民
性
を
萬
古
不
易

の
も
の
ご
美
化
す
る
は
反
て
個
性
的
努
力
を
殺
ぐ
恐
れ
あ

り
ご
説
き
、
英
國
が
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
自
負
自
重
主

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

義
よ
り
、
歴
史
に
於
て
も
た
や
古
聖
ハ
の
時
代
ご
英
國
の
歴

史
を
の
み
研
究
し
、
大
陸
諸
國
の
近
世
史
を
閑
却
し
た
爲

め
、
世
界
大
戦
の
田
螺
に
際
し
濁
逸
の
優
勢
に
驚
愕
し
、

狼
狽
し
て
猫
逸
援
展
の
由
來
を
研
究
し
は
じ
め
た
事
を
例

写
せ
ら
れ
て
る
る
の
を
見
て
も
そ
の
一
斑
を
窺
ふ
事
が
鵠

來
る
。

故
板
口
博
士
の
墨
歴
亡
そ
の
墨
界
に
於
け
る
業
績

第
三
號
　
　
　
二
三
　
（
四
六
五
）


